
令和４年度 第１回社会教育委員会議 会議録 

 

開催日時 令和４年５月２４日 火曜日 １４時３０分から１６時まで 

開催場所 二宮町生涯学習センターラディアン ミーティングルーム１ 

出 席 者 森英夫教育長、蓮實茂夫委員長、久保田秀美副委員長、 

稲葉通隆委員、関口金由紀委員、中西美保委員、三宅栄子委員 

欠 席 者 橋本由恵委員、山内みどり委員 

事 務 局 椎野教育部長、竹本生涯学習課長代理、加藤生涯学習班長、 

二見主任主事 

そ の 他 傍聴者なし 

 

※会議次第および資料は、別添ファイルのとおり 

 

会議記録 （司会：生涯学習課長代理） 

 

１．開会 

 

２．委嘱状の交付 

 

３．あいさつ 

 

４．自己紹介 

 出席者及び事務局 

 

５．委員長、副委員長の選出 

 委員の互選により選出 

 

６．議題 

（１）令和３年度 二宮町社会教育事業報告について 

（２）令和４年度 二宮町社会教育事業計画について 

事務局より資料に基づいて説明。 

 〇質疑応答なし。 

 

（３）令和４年度 二宮町社会教委員関係事業予定について 

事務局より資料に基づいて説明。 

 〇令和 4年 2月 16日の第 6回会議は神奈川県社会教育委員連絡協議会地区研究会

の日程変更により未定となった。 

 〇神奈川県社会教育委員連絡協議会の研修会及び地区研究会の出席員が決定した。 



 

（４）生涯学習推進計画について 

事務局より資料に基づいて説明。 

 

（委員長） 

令和６年度に策定される第６次総合計画と併せて生涯学習推進計画を見直すという

ことで教育委員会より提示があった。本日は概要の説明があり目次の提示があった

ので皆さんのご意見を伺いたい。 

 

（委員） 

計画の見直しは概ねどの程度で見直しを行うものなのか。もともとスケジュールが

あってそれに基づいて見直すのか、それとも単に古くなったから見直すのか。 

 

（生涯学習班長） 

現行の計画が 2005年から 2014年の 10年間を見据えた計画となっている。2013年に

第 5 次総合計画が策定され、それに併せてこの計画を用いて生涯学習事業を進めて

きた。次年度に総合計画が見直されるため、このタイミングで新しい総合計画と進ん

でいけるような計画としたい。 

 

（教育長） 

事務局より提示のあった、国の第 3 次教育振興基本計画は今年が最終年度となって

おり、次期計画を策定中であり少し情報が入っている。今の日本の状況は超スマート

社会であり 1 人ひとりの人間が中心となる社会であるが、その中でも共生社会の実

現や令和の日本型学校教育というものが込められている。また、個別最適な学びとい

う言葉が出てきており、学習者本位という学ぶ人の意思に注力していく動きがある。 

コロナを契機としたリアルとデジタルの融合や福祉的な意味合いも込められること

になり、これらも考えながら当町の計画策定を進めていけたらと考えている。 

 

（委員長） 

資料 6 が骨子案ということになると思うが、この目次の順番で計画が策定されてい

くのか。「第 3 章 生涯学習を取り巻く現状と課題」の 1 及び 2 は現状で、3 から 7

は個別の取り組みだと思う。二宮版の計画を作るには特に「2.現状の町における取組」

の捉え方が重要になってくると思う。アンケートを取るなりして状況を把握したう

えで計画が進んでいくと思う。計画は現状分析があって、計画の位置づけや方針が決

定し、重点課題がでてきて最後に個別の取り組みの説明をする流れとなると思う。第

1章と第 2章の間に「1.国、県の動向」と「2.現状の町における取組」が入ってくる

とよいと思う。 

 

 



（生涯学習課長代理） 

章立てについては案として提示させていただいている。アンケートは総合計画策定

の際に実施しているものの中で生涯学習に関する部分を使わせていただき町民の負

担にならないよう進めていくことを考えている。 

 

（委員長） 

資料 7 の策定スケジュールだが 12 月 1 日に現案提示があり、そこで諮問を受け、2

月 2 日にパブリックコメントを反映させた計画の提示となっている。この間が 2 カ

月であり時間が少ないのではないか。大変だとは思うが、メール等で原案を早めにい

ただき、委員が目を通して意見を言えるよう時間的猶予を考えていただけるとあり

がたい。 

 

（生涯学習課長代理） 

早めに提示を行えるよう進めていきたい。 

 

（委員） 

時代が大きく動いている中で先々を見据えていくため、先ほどの話にあった新たな

国の教育振興計画は、大いに参考したほうが良い。 

 

（教育長） 

焦点としては、現実と仮想のなかでの真新しい令和の新しい教育について述べられ

ているところが大きい。 

 

（教育部長） 

イメージとしては総合計画が上位にあり、それを具体化するのが下部の計画であり、

その 1 つが生涯学習推進計画である。総合計画との連動性の中で具体的にどういっ

た事業を展開していくかを計画に掲げていきたい。今回は職員の手製で作成を進め、

二宮らしいわかりやすい計画にできればと考えている。 

 

（５）その他 

〇二宮町地域生涯学習振興事業補助金について資料に基づき説明 

〇関東甲信越静社会教育研究大会について案内 

 

７．閉会 

 


